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 私は、師長になって 5 年目の年に兵庫県看護協会が主催するファーストレベル教育課程を

受講した。そこでは医療現場の変化に対応しながらマネジメントすること、患者の多様なニ

ーズに対応できるよう看護サービスの質の向上に努めること、そして人材育成など看護管理

者に必要な知識を幅広く学ぶことができた。ファーストレベル教育課程で学んだ内容を論理

的な思考に基づいて実践の場で発揮するためには、まだまだ十分に理解できて実践している

とは言えず、もっと専門的に深く学ぶ必要があると感じていた。そのような時に、関西福祉

大学に大学院看護学研究科が設置され、そこに私が学びたいと思っていた管理学の分野があ

ることを知り、もっと深く専門的に学びたいと思い入学を決意した。 
大学院に進学するうえで、学業と仕事の両立、経済面という課題があったが、幸いにも職

場の理解と協力、支援を受けることができ、家族の協力も得ることができた。 
大学院１年目では、看護理論や看護倫理、看護教育方法論など、臨床で勤務しているとな

かなか学ぶことのできない科目を深く、専門的に学ぶことができた。同時に、修士論文のた

めの文献検索を行い、授業の課題レポートやプレゼンテーションの準備などを行った。看護

師管理者には概念化する能力が必要と言われているが、この課題やプレゼンテーションは、

自分の考えていることを言語化して人に伝えるという能力の向上につながっている。また、

院生の中には大学や専門学校で教員をされている方もいて、同じ看護職でありながら違う立

場での意見を聞くことができたのも大きな学びであった。 
2 年目は修士論文作成のための活動が中心であった。学内での倫理審査を受け、研究協力

依頼、インタビューの実施を行った。私の研究テーマは「中堅看護師がキャリア発達の中で

とらえる看護管理者像」であったため、中堅看護師 10 名にインタビューを実施した。自院

の中堅看護師と共通する部分や、素晴らしいと感じることもあり、インタビュー自体は楽し

んで実施することができた。だが、いざ分析、論文の作成になると自分の語彙力の乏しさを

痛感し、1 行も書けない日もありとても辛かったことを思い出す。しかし、職場の協力もあ

り、論文作成に集中させてもらうことができたので、何とか無事に修士論文を作成し修了す

ることができた。この 2 年間で得た学びは、高度な専門的知識を得たことはもちろんである

が、修士論文を作成する過程で、臨床の現場こそ新しい看護知識の提示やエビデンスの提供

の場となる研究の課題があり、成果が実感できる場であるということである。 
看護系大学院の数は年々増しており、2014 年の看護系大学院修士課程の数は 147 課程と

報告されている。看護系大学院は、大学や実践の場で培ったことを基盤にして、さらに高度

な学識と実践能力を育成することが目的とされている。修了した現在、大学院で受けた教育

をどのように現場に生かしていくか模索中である。大学院で学んだ高度な専門的知識を発展

させ、看護の研究的視点を持ち、臨地教育・指導を行っていくことが課題と考えている。ま

た、修士課程での研究活動が現場の問題解決につながり、他のスタッフに還元されていけば、

私が修士課程で学んだ意義や価値が認められると思っている。 
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はじめに 

 看護教育にとって重要なことは、古くから言われていることであるが、知識、技術、そし

て、それを支える態度を取得することである。また、学生たちには、卒業後、社会的・職業

的に自立し、社会の中で自分の役割を果たしながら、自分らしい生き方が実現できるよう力

をつけることも重要である。そのために、学生は、看護力、人間力を身につけなければなら

ない。看護は、様々な形で存在し、実践されてきたが、看護行為の基盤となるものは、「ヒ

ューマンケア」である。さらに、学生のキャリア発達を支えるものとして、「ヒューマンケ

ア」の精神は重要であると考え、看護学部では、それを重視した教育活動を行っている。 

１. 看護学部の教育目標 
看護学部の教育目標には次のような項目を掲げている（目標４項目のなかから抜粋）。 

目標 1 豊かな人間性を育み、ヒューマンケアリングが実践できる能力を養う。 

目標 4 ヒューマンケアに対する科学的探求心や創造性をもち、生涯学習へ主体的に取り組む姿勢を養う。 

２. 看護師に求められる成熟した人間性 
ケアリングは、どのようにすれば身につけられるのか。学生自身の力量を超えた役割や活

動は、成長を促進させるといえる。それは、臨床実習の場での体験が大きい。 
 学生 Bさんの実習体験；学生 B さんは、「先生、A ちゃんのお母さんから、悩みを打ち明けられました。A ちゃん

のお母さんは○○でとても悩んでいるようです」「私は椅子に腰掛けてゆっくりとお母さんの話を聴きました」「えっ、

学生のあなたにそんな悩みを・・・」B さんには悪いが、私は一瞬困惑した。学生になぜこのような悩みを打ち明けたの

か・・・・信じられなかった。でもそれは事実だった。それをそっと私に告げた B さんの表情は実に頼もしく、美しかっ

た。それは誇りや優越感からきたものではなく、人間的に成熟した美しさだと私は感じた。 

 学生 B さんは、子どもに付き添っている母親にも関心を示し、母親とともに在り、そし

て相互のつながりを深め、さらに母親の語りを傾聴した、その結果、母親に安楽、安寧を

もたらしたといえる。このことは看護学部の基本方針であるケアリングの精神そのもので

ある。人が人に関心をよせ、まっすぐに向かいあう。そして無条件にその人を受け入れる。

「患者様が痛いといったら痛いのだ」とは、このことをよく言い表した言葉だと思う。相

手に先入観や評価的態度をもって接しても、決して援助関係は成立しない。ケアリングは

人間的な成熟である。 
３. ヒューマンケアリング精神とキャリア発達 
看護の基盤となる概念として、ヒューマン・ケアリングは、多くの理論家により提起され

てきたことは周知のことである。ジーンワトソンは 10の要因を掲げている。①人道的・利

他的価値観を形成すること、②信念－希望の導入、③自己や他者に対する感受性を開発す

ること、④ 援助－信頼に基づくヒューマン・ケア的関係を構築すること⑤肯定的・否定的

感情の表出を推奨・受容すること、パトリシア・ベナーは、患者に対して義務的、契約的

な係わりではなく、十分な心遣いや患者に寄り添うこと、傾聴することによって癒しを与

えるという。すなわち、人との関わりにおいて、生命を敬い、人権を守り、高め、維持す

ることを精神とする。これを基盤とした人間力は、キャリア発達に貢献する。ヒューマン・

ケアの概念をより具体的に把握し、重視した教育により、学生が想定外の社会であっても

看護力、人間力を発揮できると考える。すなわちキャリア発達を助けるのである。 
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